
1

& アドミッション副オフィス長)

林 篤裕

(名古屋工業大学 社会工学専攻

就学援助率と成績の関係

e-mail: hayashi.atsuhiro@nitech.ac.jp

統計モデル解析特論II
12/08/16 @2311教室

2

【例4】 就学援助率：相関係数

就学援助率: 経済的に就学が困難な世帯

学力テスト: 国語(小5)、英語(中2)

両者に関係があるか? 格差社会? 相関は?

東京都の調査： 23区の例: -0.89?, -0.79?

シミュレーション: 23群のデータ

成績の平均値は群により0.23から0.01まで-0.1刻み,
分散は共通で1.0 の正規分布を仮定, 
各群で1000サンプルを発生

結果: 23000サンプルの相関: -0.058
23区の平均値の相関 : -0.88

極端な差

これでは
言えなさそう
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23区就学援助
率(表)

就学
援助率

44

23区就学援助率(小学校)



55

23区就学援助率(中学校)

66

全サンプルの相関係数: -0.058

平均値の相関係数: -0.88
シミュレーション: 23000対23

7

’07学力調査 (就学援助率)
平成１９年度全国学力・学習状況調査 調査結果について

 http://www.nier.go.jp/tyousakekka/tyousakekka.htm

 4月下旬実施

小６，中３

国語、算数・数学

 120万人(悉皆調査)x2学年

 (77億円)

箱髭図の活用
「ばらつき」の概念

朝日新聞 2007年10月25日
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’07学力調査 (就学援助率)

就学援助率
選択肢１: 在籍していない 選択肢２: ５％未満 選択肢３: ５～１０％
選択肢３: １０～３０％ 選択肢４: ３０～５０％ 選択肢６: ５０％～

箱髭図: 集団の「ばらつき」を見るのに有効

小学校 国語A 中学校 数学B


